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群集の構造と動態の安定性のモデル

20.1　構造と安定性
複雑な群集の中では生物の動態はより安定としたものになるか？

栄養段階構造は系の安定性に寄与しているという考えがある。

系のある生物を除去した場合にほかの生物に影響を与えるかどうかのシミュレーション

20.2　棲み分けへの進化

現実に共存している生物種間には資源利用に違いがあるはず。

ここで餌の種類、活動時間、場所など資源を特徴付けるパラメータをzとし、第I種の資源利用方法をfi(z)とする。

資源利用のやり方が重なるほど競合が激しく多種ロトカ・ボルテラモデルの係数が大。

20.3　進化的に安定な食物網

資源の競合でなくて、他種を直接攻撃することがある場合の多種ロトカ・ボルテラモデル

20.4　動物と植物の共進化

